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（平成18年） 
●西会津町縦貫道路 
　　急ピッチで整備………………………………Ｐ2～3 
●ミネラル農産物の産地化に向けて……………Ｐ4～5 
●児童手当制度の拡充……………………………Ｐ5

　５月１８日、町の観光イベントに華を添える 
「ミスおとめゆり」の選考会が、町公民館で行 
われました。 
　今回ミスおとめゆりに選ばれたのは、斎藤優 
貴子さん（左・萱本）、田部瑞香さん（右・西 
平）の２人で、今後２年間、町のＰＲ役として 
活躍されることになります。 

町の観光イベントの華 町の観光イベントの華 
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急
ピ
ッ
チ
で
整
備
 

西
会
津
町
縦
貫
道
路
 

        　
西
会
津
町
縦
貫
道
路
（
野
沢
・
新
 

郷
・
奥
川
線
）
は
、
全
長
が
　
　
３
 

㎞
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
町
道
野
沢
 

柴
崎
線
と
県
道
上
郷
下
野
尻
線
、
県
 

道
奥
川
新
郷
線
の
３
路
線
に
ま
た
が

っ
て
い
ま
す
。
県
道
区
間
の
７
　
０

㎞
に
つ
い
て
は
、
県
（
喜
多
方
建
設

事
務
所
）
が
、
町
道
区
間
の
４
　
３

㎞
に
つ
い
て
は
町
が
、
そ
れ
ぞ
れ
事

業
主
体
と
な
っ
て
、「
幅
員
が
狭
い
」、
 

「
急
勾
配
で
冬
の
通
行
が
大
変
」
、

「
線
形
が
悪
い
」
、「
見
通
し
が
利
か

な
い
」
等
、
早
急
に
整
備
を
要
す
る

区
間
か
ら
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
 

      　
県
道
奥
川
新
郷
線
の
中
町
峠
地
内
 

改
築
工
事（
計
画
延
長
＝
１　
０
６
０

ｍ
）
は
、
急
な
勾
配
や
幅
員
の
狭
い

区
間
の
緩
和
を
図
る
こ
と
を
目
的
に

平
成
　
年
度
か
ら
着
手
さ
れ
た
も
の

で
、
平
成
　
年
度
の
完
成
を
め
ざ
し

工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
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...

県
と
町
が
タ
イ
ア
ッ
プ
 

　
し
て
進
め
て
い
ま
す
 

中
町
峠
改
築
工
事
は
、
 

　
　
　
年
度
完
成
予
定
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急
ピ
ッ
チ
で
整
備
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樟
山
バ
イ
パ
ス
の
整
備
を
 

　
　
　
要
望
し
て
い
ま
す
 

野
沢
柴
崎
線
（
柴
崎
工
区
）
 

・
改
良
工
事
は
ほ
ぼ
完
了
 

・
１
号
橋
上
部
工
工
事
を
発
注
 

戸
中
地
区
 

　
改
築
工
事
に
も
着
手
 

橋
屋
橋
架
替
工
事
は
 

　
県
代
行
事
業
に
要
望
 

幅員が狭い戸中集落内 

１号橋梁工事予定箇所 

改築工事が進められている中町峠 

西
会
津
町
縦
貫
道
路
に
期
待
し
て
い
ま
す
 

奥
川
自
治
区
長
連
絡
協
議
会
長
 

　
小
野
木
　
秀
一
さ
ん
（
小
山
）
 

                     　
県
道
上
郷
下
野
尻
線
の
樟
山
集
落
 

地
内
は
、
大
型
車
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
 

と
、
乗
用
車
の
す
れ
違
い
も
困
難
な
 

状
況
に
あ
る
な
ど
、
本
縦
貫
道
路
計
 

画
の
中
で
最
も
通
行
の
ネ
ッ
ク
と
な
 

っ
て
い
る
箇
所
で
す
。
集
落
内
の
現
 

道
の
拡
幅
は
実
質
的
に
困
難
で
あ
る
 

こ
と
か
ら
、
集
落
西
側
の
農
地
に
バ
 

イ
パ
ス
（
計
画
延
長
＝
１
　
１
０
０
 

ｍ
）
を
建
設
す
る
方
向
で
県
に
要
望
 

を
し
て
い
ま
す
。
 

　
現
在
、
関
係
自
治
区
の
皆
さ
ん
に
 

よ
り
組
織
さ
れ
て
い
る
「
樟
山
バ
イ
 

パ
ス
整
備
促
進
委
員
会
」
の
ご
協
力
 

も
い
た
だ
き
な
が
ら
、
県
と
通
過
ル

ー
ト
に
つ
い
て
の
協
議
を
進
め
て
い
 

ま
す
。
 

      　
町
が
整
備
を
行
う
町
道
野
沢
柴
崎
 

線
に
つ
い
て
は
、
平
成
　
年
度
よ
り
 

な
ぎ
の
平
か
ら
橋
立
橋
間
を
直
線
的
 

に
接
続
す
る
「
柴
崎
工
区
」（
延
長
＝
 

１
　
２
８
０
ｍ
）
を
国
の
交
付
金
事
 

業
を
導
入
し
実
施
し
て
い
ま
す
。
改
 

良
工
事
と
１
号
橋
下
部
工
工
事
に
つ

い
て
は
、
ほ
ぼ
完
了
に
至
っ
た
こ
と

か
ら
、
本
年
３
月
に
は
１
号
橋
上
部

工
（
橋
長
＝
　
ｍ
、
幅
員
＝
８
ｍ
）

工
事
を
発
注
し
ま
し
た
。
 

　
本
工
事
の
工
期
は
、
平
成
　
年
 

月
ま
で
で
、
そ
の
後
舗
装
工
等
の
最

終
仕
上
げ
工
事
を
行
い
、
平
成
　
年

度
後
半
か
ら
供
用
開
始
で
き
る
よ
う

工
事
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
 

                     　
「
柴
崎
工
区
」
が
完
成
し
供
用
が
 

開
始
さ
れ
た
場
合
、
野
沢
柴
崎
線
の
 

交
通
量
が
急
激
に
増
加
す
る
こ
と
が
 

想
定
さ
れ
ま
す
。
 

　
本
路
線
の
中
で
最
も
幅
員
が
狭
い

う
え
、
人
家
の
連
な
る
集
落
内
を
本

線
が
通
過
し
て
い
る
戸
中
地
区
に
あ

っ
て
は
、
特
に
危
険
度
が
高
く
な
る

こ
と
か
ら
、
本
年
度
か
ら
国
の
交
付
 

金
事
業
を
導
入
し
、「
戸
中
工
区
」（
計
 

画
延
長
＝
４
５
０
ｍ
）
を
新
た
に
設

定
し
改
築
工
事
に
着
手
す
る
こ
と
と

し
ま
し
た
。
 

　
本
年
度
は
、
調
査
設
計
等
の
作
業
 

を
予
定
し
て
お
り
、
来
年
度
か
ら
本
 

格
的
工
事
を
開
始
し
、「
柴
崎
工
区
」
 

の
供
用
開
始
に
あ
わ
せ
、
平
成
　
年
 

度
後
半
の
完
成
を
め
ざ
し
工
事
を
進

め
る
計
画
で
す
。
 

      　
橋
屋
橋
は
幅
員
が
４
ｍ
と
、
車
の
 

す
れ
違
い
が
で
き
な
い
状
況
に
あ
る
 

こ
と
か
ら
、
架
け
替
え
を
前
提
に
計
 

画
を
進
め
て
い
ま
す
。
橋
屋
橋
は
、

阿
賀
川
を
ま
た
ぐ
長
さ
１
７
５
ｍ
の

橋
で
あ
り
、
事
業
費
も
　
億
円
程
度

が
見
込
ま
れ
る
大
型
事
業
と
な
る
こ

と
か
ら
、
県
代
行
事
業
（
県
が
市
町
 

村
に
変
わ
っ
て
工
事
を
実
施
す
る
制
 

度
）
に
よ
る
実
施
を
要
望
し
て
い
ま

す
。
 

  　
事
業
の
ス
ム
ー
ズ
な
進
捗
の
た
め
 

に
は
、
用
地
取
得
が
不
可
欠
で
す
。
 

地
権
者
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
 

力
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

,

,
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振興体制図 

推進対策 

協議会 

町 
ＪＡ 

関係者 生産者 

県 

指
導
 

専 門 員  
生産者連絡協議会 

認定農業者 

専 業 農 家 

中 核 農 家  

生 産 組 織  

特 区 企 業 

新規就農者 

にしあいづ健康 

ミネラル野菜普及会 

よ
り
っ
せ
直
売
 

ス
ー
パ
ー
直
売
 

農
協
出
荷
 

給
食
・
施
設
 

イ
ベ
ン
ト
 

ミネラル農産物の産地化に向けて 

土
壌
分
析
の
実
施
に
つ
い
て
 

　
健
康
な
土
づ
く
り
は
、
ま
ず
土
を
知
る
こ
と

か
ら
始
ま
り
ま
す
。
 

　
土
を
知
る
に
は
、
土
壌
分
析
を
科
学
的
に
行
 

い
、
土
の
状
態
が
ど
う
な
の
か
を
調
査
し
ま
す
。
 

　
そ
の
結
果
に
基
づ
い
て
土
壌
改
良
を
行
い
、
 

そ
の
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
土
壌
で
作
物
を
栽
培
 

す
る
こ
と
が
ミ
ネ
ラ
ル
栽
培
で
す
。
 

　
土
壌
分
析
は
、
新
規
に
ミ
ネ
ラ
ル
栽
培
に
取
 

り
組
ま
れ
る
出
荷
農
家
の
方
や
面
積
を
拡
大
さ
 

れ
る
方
な
ど
へ
本
年
度
も
町
の
補
助
が
あ
り
ま
 

す
。
 

※
栽
培
指
導
専
門
員
 

　
専
門
的
な
知
識
を
も
っ
た
方
を
専
門
員
と
し

て
任
命
し
、
ミ
ネ
ラ
ル
栽
培
の
生
産
技
術
指
導

や
農
業
振
興
計
画
の
推
進
、
集
落
営
農
や
担
い

手
農
家
の
育
成
な
ど
の
指
導
を
行
い
ま
す
。
 

 ※
生
産
者
連
絡
協
議
会
 

　
生
産
者
連
絡
協
議
会
は
、
生
産
者
の
情
報
共
 

有
や
意
見
交
換
の
場
と
し
て
活
用
し
、
生
産
者
 

ご
と
の
経
営
目
標
や
組
織
の
形
態
な
ど
に
よ
り
 

グ
ル
ー
プ
化
を
図
り
、
グ
ル
ー
プ
ご
と
の
栽
培
 

品
目
や
出
荷
先
を
絞
り
込
み
、
効
率
的
な
出
荷
 

体
制
を
整
え
て
い
き
ま
す
。
 

　
ま
た
、
各
グ
ル
ー
プ
間
で
の
情
報
交
換
な
ど
 

も
積
極
的
に
行
い
、
相
互
に
生
産
や
販
売
の
拡
 

大
が
図
れ
る
よ
う
連
携
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。
 

 ※
出
荷
先
 

　
現
在
の
ミ
ネ
ラ
ル
 

農
産
物
の
出
荷
先
と
 

し
て
は
、
主
に
地
産
 

地
消
の
学
校
・
福
祉
 

施
設
と
市
場
出
荷
の
 

農
協
出
荷
と
な
り
ま
 

す
が
、
全
国
の
関
係
 

者
か
ら
注
目
さ
れ
て
 

い
る
こ
と
も
あ
り
、
 

こ
れ
か
ら
生
産
を
拡
 

大
す
る
こ
と
で
、
出
 

荷
先
も
ど
ん
ど
ん
拡
 

げ
て
い
き
ま
す
。
 

ミ
ネ
ラ
ル
栽
培
は
農
業
・
経
済
振
興
の
柱
 

　
ミ
ネ
ラ
ル
栽
培
に
よ
り
生
産
さ
れ
た
野
菜
は
、
 

交
流
物
産
館
「
よ
り
っ
せ
」
直
売
所
、
学
校
給
 

食
や
福
祉
施
設
、
首
都
圏
ス
ー
パ
ー
で
の
直
売
、
 

さ
ら
に
、
全
国
発
送
の
宅
配
便
な
ど
で
販
売
さ
 

れ
、
食
の
安
全
や
健
全
な
食
生
活
に
対
す
る
消

費
者
の
関
心
の
高
ま
り
な
ど
に
よ
り
、
全
国
か

ら
高
く
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

　
町
で
は
、
ミ
ネ
ラ
ル
栽
培
を
農
業
振
興
の
柱
 

と
し
て
位
置
づ
け
、
農
家
所
得
の
向
上
と
さ
ら
 

に
は
経
済
の
振
興
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
考
 

え
て
い
ま
す
。
 

 ミ
ネ
ラ
ル
栽
培
振
興
に
向
け
て
 

　
生
産
者
の
皆
さ
ん
が
安
心
し
て
生
産
に
取
り
 

組
め
る
体
制
を
整
え
、
ミ
ネ
ラ
ル
栽
培
の
振
興
 

を
計
画
的
に
行
う
た
め
、
農
業
振
興
計
画
を
策
 

定
し
、
下
の
図
の
よ
う
な
振
興
体
制
に
よ
り
、
 

平
成
　
年
か
ら
平
成
　
年
ま
で
の
５
年
間
で
、
 

取
り
組
み
農
家
数
、
栽
培
面
積
、
生
産
量
、
販
 

売
額
な
ど
を
そ
れ
ぞ
れ
増
や
し
て
い
き
ま
す
。
 

 ※
推
進
対
策
協
議
会
 

　
県
や
農
協
、
生
産
者
な
ど
関
係
機
関
の
連
携
 

に
よ
り
 

・
ミ
ネ
ラ
ル
栽
培
農
家
や
組
織
の
経
営
支
援
や
 

　
支
援
策
の
検
討
 

・
市
場
流
通
の
シ
ス
テ
ム
づ
く
り
や
販
売
戦
略
 

　
な
ど
の
流
通
・
販
売
対
策
 

・
認
定
農
業
者
や
集
落
営
農
・
新
規
就
農
者
な
 

　
ど
担
い
手
対
策
 

・
ミ
ネ
ラ
ル
栽
培
の
栽
培
技
術
指
導
や
冬
期
栽
 

　
培
の
支
援
・
指
導
対
策
 

な
ど
の
支
援
策
や
課
題
へ
の
対
策
を
協
議
し
て

い
き
ま
す
。
 

18

22

　町では、平成１０年度から「健康な体は健康な 
食べ物から、健康な食べ物は健康な土から」との 
考えのもと、トータルケアの一環として、健康な 
土づくりによるミネラル栽培を推進しています。 
　本号では、ミネラル農産物の産地化に向けて、 
生産拡大をめざす取り組みについてお知らせしま 
す。 

ミネラル農産物の産地化に向けて 
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〜
児
童
手
当
制
度
の
拡
充
〜
 

支
給
対
象
年
齢
が
小
学
6
年
生
ま
で
拡
大
 

耐
雪
型
パ
イ
プ
ハ
ウ
ス
の
リ
ー
ス
で
 

 
 
 
　
　
経
営
の
安
定
化
を
応
援
し
ま
す
 

　
ミ
ネ
ラ
ル
栽
培
の
振
興
・
生
産
拡
大
の
核
と
 

し
て
、
耐
雪
型
の
パ
イ
プ
ハ
ウ
ス
を
町
か
ら
希
 

望
す
る
生
産
者
の
方
へ
リ
ー
ス（
貸
付
け
）し
、

野
菜
の
品
質
の
向
上
や
安
定
供
給
体
制
を
確
立
、
 

年
間
を
通
じ
た
ミ
ネ
ラ
ル
栽
培
を
可
能
に
し
、

農
家
経
営
の
安
定
化
を
応
援
し
ま
す
。
 

　
パ
イ
プ
ハ
ウ
ス
の
基
本
型
は
、
幅
６
　
３
ｍ
、
 

長
さ
　
ｍ
で
お
よ
そ
２
８
０
㎡
の
大
き
さ
で
す
。
 

　
１
棟
年
間
３
３
　
０
０
０
円
で
　
年
間
の
リ
 

ー
ス
期
間
と
な
り
ま
す
。
 

　
町
で
は
、
平
成
　
年
か
ら
５
年
間
で
　
棟
の

耐
雪
型
パ
イ
プ
ハ
ウ
ス
の
設
置
を
計
画
し
て
い

ま
す
。
 

         　
 

 小
学
５
・
６
年
生
の
児
童
が
い
る
保
護
者
の
方
 

　
　
 

　
　
現
在
、
児
童
手
当
を
受
給
し
て
い
な
い
保
 

　
護
者
の
方
は
認
定
請
求
書
の
、
児
童
手
当
を
 

　
受
給
し
て
い
る
保
護
者
の
方
は
額
改
定
認
定
 

　
請
求
書
の
手
続
き
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
 

 こ
れ
ま
で
、
所
得
制
限
に
よ
り
児
童
手
当
を
受
 

給
し
て
い
な
い
保
護
者
の
方
 

 　
　
認
定
請
求
書
の
手
続
き
が
必
要
に
な
り
ま
 

　
す
。
 

  ◆
現
況
届
の
提
出
も
忘
れ
ず
に
 

 　
　
こ
れ
ま
で
、
手
当
を
受
給
さ
れ
て
い
た
方
 

　
は
、
毎
年
６
月
１
日
に
お
け
る
状
況
を
調
査
 

　
す
る
た
め
現
況
届
を
提
出
す
る
必
要
が
あ
り
 

　
ま
す
。
こ
の
届
の
提
出
が
な
い
と
６
月
分
以
 

　
降
の
手
当
が
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
の
で
、
 

　
忘
れ
ず
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
 

　
　
な
お
、
後
日
現
況
届
の
用
紙
を
受
給
者
に
 

　
送
付
し
ま
す
。
 

       　
次
世
代
育
成
支
援
対
策
を
推
進
す
る
た
め
、
 

子
育
て
を
行
う
家
庭
の
経
済
的
負
担
の
軽
減
等
 

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
平
成
　
年
４
月
 

１
日
か
ら
児
童
手
当
制
度
が
拡
充
さ
れ
ま
し
た
。
 

  　
　
 

  　
児
童
手
当
の
支
給
対
象
年
齢
が
、
こ
れ
ま
で
 

の
『
小
学
３
年
生
ま
で
』
か
ら
『
小
学
６
年
生
 

ま
で
』
に
拡
大
さ
れ
、
あ
わ
せ
て
、
所
得
制
限
 

額
が
引
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
 

　
改
正
に
伴
い
、
認
定
請
求
の
手
続
き
が
必
要
 

に
な
り
ま
す
。
手
続
き
を
行
わ
な
い
と
手
当
は
 

支
給
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
、
必
要
な
書
類
等
を
下
 

記
に
よ
り
確
認
の
う
え
、
忘
れ
ず
に
提
出
し
て
 

く
だ
さ
い
。
 

 ※
支
給
対
象
と
な
る
児
童
の
い
る
家
庭
に
は
、
 

　
保
護
者
宛
に
認
定
請
求
書
を
送
付
し
て
い
ま
 

　
す
の
で
、
内
容
を
確
認
し
、
必
要
事
項
を
記
 

　
入
の
う
え
、
忘
れ
ず
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
 

　
さ
い
。
 

 【
問
い
合
わ
せ
先
】
 

　
健
康
福
祉
課
福
祉
介
護
係
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
│
２
２
１
４
 

　
町
で
は
、
ミ
ネ
ラ
ル
農
産
物
の
産
地
化
を
図
 

る
た
め
、
以
上
の
よ
う
な
体
制
を
整
え
支
援
を

行
い
、
関
係
者
と
連
携
し
な
が
ら
普
及
拡
大
を

目
指
し
て
い
き
ま
す
。
 

　
新
規
に
取
り
組
み
を
考
え
て
い
る
方
、
規
模
 

拡
大
を
考
え
て
い
る
 

方
な
ど
、
ミ
ネ
ラ
ル
 

栽
培
の
方
法
、
土
壌
 

分
析
や
パ
イ
プ
ハ
ウ
 

ス
に
関
し
て
興
味
の
 

あ
る
方
は
、
お
気
軽
 

に
お
問
い
合
わ
せ
く
 

だ
さ
い
。
 

【
問
い
合
わ
せ
先
】
 

　
経
済
振
興
課
農
林
振
興
係
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
│
４
５
３
１
 

支
給
対
象
年
齢
が
小
学
6
年
生
ま
で
拡
大
 

〜
児
童
手
当
制
度
の
拡
充
〜
 

45

12

70

16 ,

.

45

45

18

　４月１日付で町長より辞令が交付され、元福島県喜 
多方農業普及所の斎藤正健さんが、町農業振興とミネ 
ラル栽培促進のため専門員として就任しました。 

！！ 



6

歯
周
病
予
防
の
ポ
イ
ン
ト
 

歯
周
病
の
進
み
か
た
 

歯
周
病
を
予
防
し
て
 

　
8
0
2
0
を
め
ざ
そ
う
！
 

6月4日～10日は歯の衛生週間です 

【
問
い
合
わ
せ
先
】
 

　
保
健
セ
ン
タ
ー
　
　
　
　
　
　
│
２
３
０
６
 

47

歯
周
病
を
予
防
し
て
 

　
8
0
2
0
を
め
ざ
そ
う
！
 

歯
周
病
は
 

　
　
ど
ん
な
も
の
？
 

歯
周
病
は
 

　
　
ど
ん
な
も
の
？
 

歯
周
病
の
進
み
か
た
 

　
歯
と
歯
ぐ
き
の
さ
か
 

い
目
に
歯
垢
が
た
ま
り
、
 

こ
の
歯
垢
の
中
の
菌
が
 

毒
素
を
作
り
炎
症
を
起
 

こ
し
ま
す
。
 

   　
次
第
に
歯
と
歯
ぐ
き
 

の
間
に
、「
歯
周
ポ
ケ
ッ
 

ト
」
と
い
う
す
き
間
を
 

作
り
ま
す
。
 

   　
歯
を
支
え
る
組
織
を
 

破
壊
し
て
、
歯
の
ま
わ
 

り
の
骨
も
溶
か
し
て
し
 

ま
い
ま
す
。
 

   　
放
っ
て
お
く
と
歯
が
 

抜
け
て
し
ま
い
ま
す
。
 

歯
周
病
予
防
の
ポ
イ
ン
ト
 

食べたら歯を 
　磨きましょう 
 
 
 
 
タバコを 
　　吸わない 

硬いものを積極的に 
食べましょう 
 
 
 
 
ストレスを 
　　　ためない 

栄養バランス 
　のよい食事を 
 
 
 
 
歯ぎしりを 
　　早めに治す 

糖分は控えましょう 
 
 
 
 
 
歯科医で定期検診を 
（歯石も除去しましょう） 
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４
月
　
日
、
ふ
く
し
ま
百
名
 

山
の
ひ
と
つ
に
数
え
ら
れ
る
須
 

刈
岳
の
山
開
き
が
行
わ
れ
ま
し
 

た
。
 

　
こ
の
日
は
晴
天
に
恵
ま
れ
、
 

町
内
外
か
ら
参
加
し
た
約
１
５
 

０
名
の
参
加
者
は
、
新
緑
の
須
 

刈
岳
を
大
い
に
満
喫
し
て
い
ま
 

し
た
。
 

　
ま
た
下
山
後
参
加
者
は
、
実
 

行
委
員
会
の
方
々
が
作
っ
た
豚
 

汁
に
舌
鼓
を
打
ち
、
山
登
り
の
 

疲
れ
を
癒
し
て
い
ま
し
た
。
 

　
４
月
　
日
か
ら
５
月
５
日
の
８
日
間
に
わ
た
り
、
「
第
 

３
回
西
会
津
国
際
芸
術
村
作
品
展
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
 

　
こ
の
作
品
展
に
は
、
ケ
ス
テ
ュ
テ
ィ
ス
さ
ん
の
西
会
津
 

の
木
材
を
使
っ
た
彫
刻
や
ヴ
ァ
レ
ン
テ
ィ
ナ
ス
さ
ん
の
日
 

本
を
テ
ー
マ
に
し
た
絵
画
な
ど
が
、
２
階
の
廊
下
や
教
室
 

に
数
多
く
展
示
さ
れ
ま
し
た
。
 

　
ケ
ス
テ
ュ
テ
ィ
ス
さ
ん
と
ヴ
ァ
レ
ン
テ
ィ
ナ
ス
さ
ん
は
、
 

町
内
外
か
ら
芸
術
村
を
訪
れ
た
大
勢
の
見
学
者
と
作
品
を
 

と
お
し
て
、
覚
え
た
て
の
日
本
語
で
交
流
を
図
っ
て
い
ま
 

し
た
。
 

　
芸
術
家
と
ふ
れ
合
っ
た
見
学
者
は
、
作
品
の
す
ば
ら
し
 

さ
に
感
心
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
か
ら
の
２
人
の
創
作
活
 

動
を
応
援
し
て
い
ま
し
た
。
 

28

　５月７日、町商工会青年部主催の第１１回ふれあ 
いフリーマーケットが道の駅にしあいづ「よりっせ」 
前で行われました。 
　この日は小雨が降っていましたが、朝から掘り出 
し品を見つけようとする人々が大勢来場しました。 
　雨の上がった午後には、さらに大勢の人でにぎわ 
い、来場者はフリーマーケットやミニＳＬなどで、 
ゴールデンウィーク最終日を楽しみました。 

　５月２１日、群岡小学校で運動会が行われました。 
　この日は風が強く、晴天とはいえ少し肌寒く感じ 
られましたが、グラウンドの中では、玉入れや騎馬 
戦などの競技のほか、ウルトラクイズやミス・ミス 
ター群岡コンテストなど趣向をこらした競技で熱戦 
が繰り広げられました。 
　児童たちは、チームの勝利のために、力の限り戦 
い抜きました。 

まちの 

話題 
まちの 

話題 

29
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生
涯
学
習
マ
ス
コ
ッ
ト

生
涯
学
習
マ
ス
コ
ッ
ト 

　
マ
ナ
ビ
ィ

　
マ
ナ
ビ
ィ 

″ 

″ 

み
ん
な
で

み
ん
な
で
 

　
楽
し
い
学
習
を
…

　
楽
し
い
学
習
を
…
 

生
涯
学
習
マ
ス
コ
ッ
ト 

　
マ
ナ
ビ
ィ 

″ 

″ 

み
ん
な
で
 

　
楽
し
い
学
習
を
…
 

13

13

2416

60

20

14

日本伝統文化「生け花」 

生け花はむずかしいな～ 

▲ちぎり絵展 

子ども見守り隊（上野尻） 

▲
 　　　呈茶を楽しむ 

わ
ん
ぱ
く
塾
・
 

　
ふ
る
さ
と
ふ
れ
あ
い
教
室
を
開
講
 

「
町
民
生
け
花
展
」
を
開
催
 

「
見
守
り
隊
」
事
故
防
止
に
一
翼
 

し
、
ゆ
っ
く
り
と
し
た
時
間
を
過
ご
し
て
い
ま

し
た
。
 

　
ま
た
、
公
民
館
の
日
本
間
で
は
「
ち
ぎ
り
絵
 

展
」
が
開
催
さ
れ
、
実
際
に
色
と
り
ど
り
の
和
 

紙
を
使
っ
て
ち
ぎ
り
絵
が
作
成
で
き
る
体
験
コ

ー
ナ
ー
も
あ
り
、
来
場
さ
れ
た
皆
さ
ん
も
楽
し

ん
で
い
ま
し
た
。
 

    　
野
沢
・
尾
野
本
・
群
岡
小
学
校
児
童
３
〜
６
 

年
生
を
対
象
と
し
た
、
子
ど
も
の
創
造
性
、
自
 

立
心
を
育
む
こ
と
を
目
的
と
す
る
公
民
館
事
業
 

「
に
し
あ
い
づ
　
わ
ん
ぱ
く
塾
」「
ふ
る
さ
と
ふ
 

れ
あ
い
教
室
」合
同
開
講
式
を
５
月
　
日（
土
）、
 

公
民
館
に
お
い
て
実
施
し
ま
し
た
。
 

　
開
講
式
で
は
年
間
計
画
の
確
認
と
自
己
紹
介
 

な
ど
が
行
わ
れ
、
終
了
後
、
会
員
の
ほ
と
ん
ど
 

が
初
体
験
で
あ
る
生
け
花
を
活
け
ま
し
た
。
 

　
活
け
る
こ
と
で
集
中
力
と
創
造
性
を
養
い
、
 

花
に
対
し
て
の
慈
し
み
を
学
び
ま
し
た
。
 

   　
５
月
　
日（
土
）
と
　
日（
日
）
の
２
日
間
、

町
公
民
館
大
ホ
ー
ル
に
お
い
て
「
町
民
生
け
花

展
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
 

　
今
年
は
、
日
頃
活
動
し
て
い
る
一
般
の
方
の
 

作
品
　
点
、
西
会
津
中
学
校
カ
ル
チ
ャ
ー
部
の

作
品
　
点
、
「
に
し
あ
い
づ
　
わ
ん
ぱ
く
塾
」
 

と
「
ふ
る
さ
と
ふ
れ
あ
い
教
室
」
会
員
の
作
品
 

　
点
の
計
　
点
の
生
け
花
が
展
示
さ
れ
、
来
場

者
は
色
と
り
ど
り
の
花
と
芸
術
を
鑑
賞
し
、
文

化
の
薫
り
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。
 

 　
「
呈
茶
」
と
「
ち
ぎ
り
絵
」
も
同
時
開
催
 

　
生
け
花
と
同
じ
く
日
本
の
伝
統
文
化
で
あ
る
 

お
茶
の
お
手
前
も
、
同
会
場
で
披
露
さ
れ
ま
し
 

た
。
 

　
「
に
し
あ
い
づ
　
わ
ん
ぱ
く
塾
」
と
「
ふ
る
 

さ
と
ふ
れ
あ
い
教
室
」
の
会
員
や
来
場
者
は
、
 

お
茶
を
飲
み
な
が
ら
日
本
の
伝
統
文
化
を
満
喫
 

                     　
昨
年
末
に
広
島
県
や
栃
木
県
、
先
日
は
秋
田

県
に
お
い
て
下
校
中
の
児
童
が
、
痛
ま
し
い
事

件
に
遭
遇
し
ま
し
た
。
こ
の
事
件
を
重
く
受
け

止
め
、
全
国
的
に
従
来
に
も
増
し
て
子
ど
も
の

安
全
確
保
対
策
が
強
化
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

　
本
町
に
お
い
て
は
、
児
童
生
徒
の
登
下
校
時
 

に
お
け
る
安
全
対
策
の
一
環
と
し
て
、
各
地
区
 

で
見
守
り
活
動
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
子
ど
も
 

の
安
全
確
保
は
、
地
域
や
学
校
、
保
護
者
が
一
 

体
と
な
り
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
活
動
を
通
 

じ
て
子
ど
も
達
を
見
守
っ
て
行
く
こ
と
が
大
切
 

で
す
。
町
民
の
皆
さ
ん
も
、
地
域
の
子
ど
も
の
 

見
守
り
活
動
に
対
し
て
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
 

願
い
し
ま
す
。
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英語を覚えて… 

手の動きはこうだね！ 

親子と会員のふれあい 
色とりどりの花に来場者も満足 

▲料理もエプロン 
　もバッチリです 

料理：サバじゃが 

▲
 

48

20

20

21

138

19

20

60

21

10

30

18

第
　
回
奥
川
健
康
マ
ラ
ソ
ン
大
会
 

　
　
　
　
　
　
　
　
開
催
の
お
知
ら
せ
 

31

「
こ
れ
か
ら
は
自
分
で
作
れ
る
よ
」
 

　
　
　
「
男
の
エ
プ
ロ
ン
」
を
開
講
 

花
も
見
頃
 

「
町
民
春
に
野
草
展
」
を
開
催
 

子
育
て
サ
ー
ク
ル
を
開
講
 

手
話
教
室
を
開
講
 

   　
５
月
９
日（
火
）、
公
民
館
に
お
い
て
国
際
交
 

流
員
の
ダ
ニ
エ
ル
さ
ん
と
、
外
国
語
指
導
助
手
 

の
ジ
ェ
シ
カ
さ
ん
を
講
師
と
す
る
英
会
話
教
室
 

を
開
講
し
ま
し
た
。
開
講
式
終
了
後
、
英
語
で
 

ビ
ン
ゴ
や
単
語
作
り
、
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
で
場
所
 

当
て
ゲ
ー
ム
を
行
い
、
講
座
生
の
皆
さ
ん
が
打
 

ち
解
け
た
と
こ
ろ
で
、
初
級
と
中
級
に
分
か
れ

て
学
習
を
行
い
、
楽
し
く
充
実
し
た
時
を
過
ご
 

し
て
い
ま
し
た
。
 

              　
５
月
　
日
（
土
）
、
子
育
て
サ
ー
ク
ル
を
開
 

講
し
、
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
や
お
は
な
し
の
 

会
に
よ
る
読
み
聞
か
せ
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。
 

子
育
て
サ
ー
ク
ル
は
、
０
歳
児
か
ら
小
学
生
、
 

そ
し
て
そ
の
両
親
を
対
象
に
、
学
習
、
遊
び
、
 

親
子
の
ふ
れ
あ
い
を
通
じ
て
、
子
育
て
の
あ
り
 

方
に
つ
い
て
学
ん
で
い
る
会
で
す
。
会
員
は
随
 

時
募
集
し
て
い
ま
す
の
で
、
子
育
て
中
の
お
母
 

さ
ん
、
お
父
さ
ん
の
多
数
の
参
加
を
お
待
ち
し
 

   　
手
話
の
基
礎
を
学
習
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
 

あ
り
方
や
聴
覚
障
害
者
に
対
す
る
理
解
を
深
め
 

る
こ
と
を
目
的
と
し
た
「
手
話
教
室
」
を
５
月
 

　
日
（
日
）
、
公
民
館
に
お
い
て
開
催
し
ま
し
 

た
。
 

　
開
講
式
で
は
、
学
習
計
画
や
日
程
な
ど
の
確

認
を
行
い
、
開
講
式
終
了
後
の
第
一
回
学
習
会

で
は
、
小
林
重
良
さ
ん
の
指
導
の
も
と
、
手
話

の
成
り
立
ち
や
指
文
字
を
習
い
ま
し
た
。
 

　
今
後
は
、
手
話
で
の
会
話
や
歌
、
専
門
講
師
 

を
招
い
て
の
学
習
会
を
行
い
ま
す
。
 

           　
緑
と
渓
流
と
山
菜
の
里
に
健
脚
を
競
う
奥
川
 

健
康
マ
ラ
ソ
ン
大
会
が
、
今
年
も
盛
大
に
開
催
 

さ
れ
ま
す
。
 

　
力
走
す
る
ラ
ン
ナ
ー
に
と
っ
て
、
沿
道
か
ら

の
声
援
が
一
番
の
力
の
も
と
で
す
。
大
会
当
日

は
、
ぜ
ひ
、
会
場
へ
応
援
に
来
て
く
だ
さ
い
。
 

◇
日
　
時
　
６
月
　
日
（
日
）
 

　
　
○
開
会
式
　
午
前
８
時
　
分
か
ら
 

　
　
○
ス
タ
ー
ト
　
午
前
　
時
か
ら
順
次
 

◇
会
　
場
　
奥
川
小
学
校（
ス
タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル
）
 

で
、
町
内
外
か
ら
美
し
く
咲
い
て
い
る
可
憐
な
 

野
草
を
一
目
観
よ
う
と
大
勢
の
来
場
者
で
賑
わ
 

い
ま
し
た
。
 

　
ま
た
、
会
場
内
に
は
、
町
野
草
会
に
よ
る
指
 

導
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
、
観
る
だ
け
で
な
く
野
草
 

を
上
手
に
育
て
る
技
術
指
導
も
受
け
ら
れ
、
来
 

場
者
は
、
町
内
に
自
生
す
る
野
草
を
観
て
、
自

然
環
境
の
保
全
に
理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、

心
安
ら
ぐ
時
間
を
過
ご
せ
た
よ
う
で
し
た
。
 

    　
５
月
　
日
（
金
）
、
公
民
館
調
理
実
習
室
で
 

開
催
し
た
「
男
の
エ
プ
ロ
ン
」
に
は
、
　
代
か

ら
　
代
ま
で
の
男
性
が
集
ま
り
、
真
剣
に
も
楽

し
く
料
理
を
し
ま
し
た
。
第
１
回
目
は
、
ち
く

わ
と
蒲
鉾
を
使
っ
た
晩
酌
の
つ
ま
み
に
挑
戦
し

ま
し
た
。
 

　
２
回
目
以
降
は
、
簡
単
手
軽
を
テ
ー
マ
と
し
 

た
「
パ
エ
リ
ア
」「
ホ
イ
コ
ー
ロ
ー
」「
ゴ
マ
豆
 

腐
」「
ピ
ザ
」等
の
メ
ニ
ュ
ー
に
挑
戦
し
ま
す
。
 

　
講
座
生
は
次
回
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
し
た
。
 

て
い
ま
す
。
 

【
申
し
込
み
先
】
 

西
会
津
中
学
校
図
書
館
　
　
　
　
│
１
１
５
３
 

             　
５
月
　
日（
土
）
と
　
日（
日
）
の
２
日
間
、
 

町
公
民
館
大
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、町
野
草
会（
会
 

長
　
生
江
克
志
さ
ん
）
と
の
共
催
で
「
町
民
春

の
野
草
展
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
 

　
野
山
に
植
生
す
る
野
草
の
魅
力
に
惹
か
れ
、
 

日
頃
丹
精
込
め
て
育
て
て
き
た
自
信
作
　
点
が
 

一
堂
に
展
示
さ
れ
ま
し
た
。
 

　
ク
マ
ガ
イ
ソ
ウ
や
エ
ビ
ネ
な
ど
の
花
も
見
頃
 

英
会
話
教
室
を
開
講
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みんなの広場 みんなの広場 
小
柴
　
　
敬
 

　
　
〔
４
町
内
〕
 
さ ん 

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
西
会
津
中
学
校
図
書
館
会
員
の
方
に
、
お
気
に
 

入
り
の
図
書
館
蔵
書
を
１
冊
紹
介
し
て
い
た
だ
く
コ
ー
ナ
ー
で
す
。
 

　
今
月
は
、
西
会
津
中
学
校
３
年
生
の
高
橋
佳
純
さ
ん（
さ
ゆ
り
が
丘
）
 

に
お
勧
め
の
１
冊
を
ご
紹
介
い
た
だ
き
ま
し
た
。
 

　
「『
失
は
れ
る
物
語
（
乙
一
作
・
角
川
書
店
）』
こ
の
本
は
、
私
と
同
 

世
代
の
人
は
も
ち
ろ
ん
、
全
年
齢
向
け
の
本
な
の
で
、
多
く
の
人
に
読
 

ん
で
も
ら
い
た
い
１
冊
で
す
。
」
 

　
「
乙
一
さ
ん
の
作
品
は
、
切
な
い
話
が
多
い
の
で
す
が
、
切
な
い
か
 

ら
こ
そ
、
最
終
的
に
主
人
公
が
救
わ
れ
る
と
、
読
み
終
わ
っ
た
後
に
安
 

心
で
き
る
し
、
勇
気
づ
け
ら
れ
る
の
で
す
。
本
屋
さ
ん
に
売
っ
て
い
る
 

乙
一
さ
ん
の
作
品
は
、
大
体
全
部
読
み
ま
し
た
。
」
 

と
乙
一
作
品
の
大
フ
ァ
ン
で
あ
る
こ
と
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
 

　
お
勧
め
の
１
冊
に
つ
い
て
は
、
 

　
「
こ
の
本
も
切
な
い
話
の
短
編
集
で
す
。
そ
の
中
で
も
１
番
最
初
の
 

『calling  you

』
と
い
う
短
編
小
説
が
１
番
好
き
で
す
。
主
人
公
の
携
 

帯
電
話
を
持
た
な
い
暗
い
女
の
子
が
、
頭
の
中
に
想
像
し
た
携
帯
電
話
 

で
通
話
で
き
る
よ
う
に
な
る
の
で
す
が
、そ
の
想
像
し
た
携
帯
電
話
は
、
 

１
時
間
の
時
差
が
あ
る
の
 

で
す
。
そ
の
時
差
を
利
用
 

し
、
電
話
で
仲
良
く
な
っ
 

た
友
達
を
不
幸
な
事
故
か
 

ら
助
け
よ
う
と
す
る
の
で
 

す
が
…
。
全
体
的
に
は
、
 

や
っ
ぱ
り
切
な
い
話
で
す
 

け
ど
、
最
後
は
、
暗
か
っ
 

た
女
の
子
が
明
る
く
強
い
 

女
の
子
に
成
長
す
る
と
い
 

う
お
話
し
で
す
。」と
教
え
 

て
く
れ
ま
し
た
。
 

　平田紀三男さん（５月号から） 
◆　メッセージ　◆ 
　うちの蓮（柴犬・２ヵ月半）の 
しつけ方教室をよろしくお願いし 
ます。 

あなたの趣味は？ 

　　海釣り（船）　 

あなたの特技は？ 

　　剣道（４段） 

熱中していることは？ 

　　海釣りに使う自作の仕掛 

　け作り 

あなたのモットーは？ 

　　有言実行 

自分を一言で表現するとしたら？ 

　　器用貧乏 

これからやってみたいことは？ 

　　大物釣り（ブリ等）で大 

　漁をめざしたい 

最近感動したことは？ 

　　大雪で倒れたキウイフル 

　ーツを剪定し、棚を新しく 

　したら芽生え始めたこと　 

次の方を紹介してください。 

　　Ｍ・Ｍさん（新町） 

あ
な
た
の
宝
物
は
？
 

 　
『
ロ
ッ
キ
ー
と
ミ
ミ
』
　
 

 　
　
「
う
ち
の
大
事
な
家
族
で
す
。
ツ
 

　
　
　
ー
シ
ョ
ッ
ト
の
シ
ャ
ッ
タ
ー
チ
 

　
　
　
ャ
ン
ス
に
苦
労
し
ま
し
た
。」
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　平成１８年度の働き盛り検診と口腔健診を下 
記の日程で実施します。 
　申し込みされた方は、忘れずに受診してくだ 
さい。 
 
 
 
 
 
 
 
◆受付時間 
　午前７時３０分から午前９時　※時間厳守 
◆実施会場 
　さゆり公園体育館 
 
【問い合わせ先】 
　　　　保健センター　　４７－２３０６ 
 

６月　４日　群岡地区・新郷地区・奥川地区 
　（日）　　　　 （橋屋・戸中を除く） 

６月１１日　野沢地区 
　（日）　　橋屋・戸中 

６月１８日　尾野本地区 　（日） 

　飯豊連峰の山岳美を探勝し、登山知識の習得と登 
山を通してお互いの親睦を深めてみませんか。 
　詳しくは問い合わせ先まで。 
 
　◆実施日 
　　　７月２１日（金）～２３日（日） 
 
　◆参加資格 
　　　中学生以上で身体の健康な方 
 
　◆参加費 
　　　中学生　……　１３，０００円 
　　　大　人　……　１６，０００円 
 
　◆申込締め切り 
　　　６月１３日（火）まで 
　　　（定員７０名になり次第、締め切ります） 
 
　【問い合わせ先】 
　　　経済振興課商工観光係　　４５－２２１３ 

45

45 30 45

19

52

60

2325
21

23

11

   　
町
で
は
、
平
成
　
年
度
職
員
（
大

学
卒
程
度
）
採
用
候
補
者
試
験
を
次

に
よ
り
行
い
ま
す
。
 

◆
試
験
職
種
及
び
採
用
予
定
人
数
 

　
　
一
般
事
務
　
若
干
名
 

◆
受
験
資
格
 

　
　
昭
和
　
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和
 

　
　
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
 

　
方
 

◆
試
験
の
方
法
 

　
第
１
次
試
験
 

　
　
択
一
式
に
よ
る
筆
記
試
験
 

　
第
２
次
試
験
 

　
　
面
接
、
小
論
文
及
び
適
性
検
査
 

◆
試
験
日
及
び
会
場
 

　
第
１
次
試
験
 

　
　
７
月
　
日
（
日
）
福
島
大
学
 

　
第
２
次
試
験
 

　
　
　
月
（
予
定
）
町
役
場
 

◆
申
込
方
法
 

　
　
申
込
用
紙
は
町
役
場
で
交
付
し
 

　
ま
す
の
で
、
必
要
事
項
を
記
入
の
 

　
う
え
、
総
務
税
政
課
ま
で
提
出
し
 

　
て
く
だ
さ
い
。
 

◆
受
付
期
間
 

　
　
５
月
　
日
（
木
）
か
ら
６
月
 

　
日
（
金
）（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
 

　
除
く
。
）
郵
送
に
よ
る
場
合
は
、
 

　
６
月
　
日
（
水
）
ま
で
の
消
印
が
 

　
あ
る
も
の
に
限
り
ま
す
。
 

【
問
い
合
わ
せ
先
】
 

　
総
務
税
政
課
総
務
係
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
│
２
２
１
１
 

   　
現
在
、
農
業
年
金
を
受
給
さ
れ
て
 

い
る
方
は
、
受
給
資
格
を
確
認
す
る
 

た
め
、
期
日
ま
で
に
現
況
届
を
農
業
 

委
員
会
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
 

ん
。
忘
れ
ず
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
 

◆
提
出
期
限
　
６
月
　
日
（
金
）
 

　
な
お
、
提
出
方
法
等
に
つ
い
て
不
 

明
な
点
等
が
あ
れ
ば
お
問
い
合
わ
せ
 

く
だ
さ
い
。
 

【
問
い
合
わ
せ
先
】
 

　
農
業
委
員
会
事
務
局
 

　
　
　
　
　
　
（
経
済
振
興
課
内
）
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
│
４
５
３
１
 

                    　
住
宅
火
災
に
よ
る
、
逃
げ
遅
れ
で
 

死
亡
す
る
方
が
急
増
し
て
い
ま
す
。
 

今
後
、
高
齢
化
社
会
が
進
み
、
さ
ら
 

に
被
害
の
増
加
が
考
え
ら
れ
る
こ
と
 

か
ら
、
消
防
法
の
改
正
に
よ
り
、
す
 

べ
て
の
住
宅
に
火
災
報
知
器
の
設
置
 

が
義
務
づ
け
に
な
り
ま
す
。
 

◆
新
築
住
宅
 

　
平
成
　
年
６
月
１
日
か
ら
 

◆
既
存
住
宅
 

　
平
成
　
年
５
月
　
日
ま
で
 

◆
設
置
箇
所
 

　
寝
室
と
階
段
に
設
置
が
義
務
づ
け
 

ら
れ
ま
す
。
 

　
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
先
ま
で
お
 

                 問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

【
問
い
合
わ
せ
先
】
 

　
町
民
情
報
課
町
民
生
活
係
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
│
２
２
１
５
 

   　
県
で
は
４
月
１
日
か
ら
「
う
つ
く

し
ま
の
道『
道
路
緊
急
ダ
イ
ヤ
ル
』」
 

を
開
設
し
て
、
県
内
に
お
け
る
道
路
 

の
損
傷
や
災
害
発
生
の
緊
急
情
報
に
 

つ
い
て
、
　
時
間
体
制
で
広
く
情
報
 

収
集
を
し
て
い
ま
す
。
 

　
道
路
の
穴
や
落
石
等
、
道
路
の
異
 

状
を
発
見
し
た
際
に
は
、
次
の
と
こ
 

ろ
に
ダ
イ
ヤ
ル
し
て
く
だ
さ
い
。
 

【
連
絡
先
】
（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）
 

　
　
０
１
２
０
│
　
│
９
９
４
 

24

1823

31

055
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橋谷田　ヤエコ（90）義　一　　母　　２町内 
山　内　晴　夫（51）榮次郎　　子　　８町内 
沖　津　智恵子（40）明　男　　妻　　10町内 
佐　藤　文　子（45）一　義　　妻　　上小島 
薄　　　英　子（83）市　榮　　母　　上野尻 
廣　瀬　浩　永（58）雅　之　　父　　白　坂 
佐　藤　オキチ（81）政　仁　　母　　高　目 
佐　藤　ト　ク（96）　正　　　母　　　塩 
猪　俣　貞　子（66）和　則　　母　　新　町 
猪　俣　政　美（82）ミヨシ　　父　　道　目 
佐久間　宗　則（74）宗　臣　　父　　下　松 
宮　澤　　　守（78）英　樹　　父　　大舟沢 

人　口　　８，６４７人　　　＋ ２人 
　男　　　４，１６６人　　　－ ２人 
　女　　　４，４８１人　　　＋ ４人 
世　帯　　２，９４８世帯　　＋　８世帯 

〈前月比〉 

〈敬称略〉 

大　関　稜　平く　ん　秀昭・幸子　　荒　木 

福　地　桜　翔く　ん　清貴・ゆかり　高　目 

へい りょう 

か おう 

渡　部　有　希　　上小島 
内　山　美　子　　会津若松市 
 
中　島　和　也　　上野尻 
森　尻　優　里　　会津若松市 

◆日時　６月 7日（水） 

　　　　　　27日（火） 

　　　　午前９時～ 

◆場所　老人憩の家 

◆電話　４５－４２５９ 

6月の納税等 
○水道料金・下水道料金 
○インターネット使用料 
○ケーブルテレビ使用料 

○町県民税第１期 
○国民健康保険税第１期 
○介護保険料第１期 

6月12日（月） 納期限 

6月30日（金） 納期限 

小 野 病 院  

星 医 院  

くらしげ内科小児科医院 

いいづかファミリークリニック 

二 瓶 眼 科 医 院  

有 隣 病 院  

三浦産婦人科医院 

そね内科クリニック 

佐 藤 病 院  

高 村 整 形 外 科  

坂 下 厚 生 病 院  

佐 原 病 院  

み つ は し 医 院  

あらい内科循環器科クリニック 

わたなべクリニック 

穴沢耳鼻咽喉科医院 

坂 下 厚 生 病 院  

県 立 喜 多 方病院  

山田産婦人科医院 

長谷川内科消化器科医院 

いとう子どもクリニック 

佐 瀬 皮 膚 科 医院  

0241（22）0414 

0241（22）0005 

0242（39）3550 

0242（32）3330 

0242（22）1932 

0241（24）5021 

0241（22）0293 

0242（33）1024 

0242（26）3515 

0242（28）3319 

0242（83）3511 

0241（22）5321 

0241（21）1311 

0242（29）1133 

0242（24）0506 

0242（29）0033 

0242（83）3511 

0241（22）2181 

0241（22）6300 

0242（22）7180 

0242（27）4601 

0242（33）1122

喜多方市
 

 

 

会津若松市 

 

喜多方市
 

 

 

会津若松市 

 

会津坂下町 

喜多方市
 

 

 

会津若松市 

 

会津坂下町 

喜多方市
 

 

 

会津若松市 

６月 3日（第１週）受付時間11時まで 
６月17日（第３週）　　　　〃 
 
　　西会津診療所　　４５－４２２８ 

医 療 機 関 名  　電 話 番 号 日
 
地　　区 

喜多方市 

会津若松市 

会津坂下町 

会津若松市 

喜多方市 

会津若松市 

喜多方市 

会津若松市 

あ き ら 歯 科 医院  

松 山 歯 科  

佐 藤 歯 科 医 院  

武 藤 歯 科  

佐 藤 歯 科 医 院  

目 黒 歯 科  

佐 藤 歯 科 医 院  

森 川 歯 科  

0241（24）5097 

0242（22）0722 

0242（83）2348 

0242（27）1678 

0241（22）0394 

0242（23）1182 

0241（22）0344 

0242（32）5648

11 
（日） 

18 
（日） 

25 
（日） 

7／2 
（日） 

11 
（日） 

　
４
月
号
か
ら
開
始
し
た
「
誰
か
に
 

読
ん
で
も
ら
い
た
い
こ
の
１
冊
」
は
 

い
か
が
で
し
ょ
う
か
▼
先
日
、
図
書
 

館
の
職
員
に
聞
い
た
と
こ
ろ
、
こ
の
 

コ
ー
ナ
ー
で
紹
介
し
た
本
が
、
予
約
 

殺
到
で
し
ば
ら
く
借
り
ら
れ
な
い
状
 

況
と
の
こ
と
で
し
た
▼
そ
れ
を
聞
い
 

て
、
皆
さ
ん
広
報
を
読
ん
で
く
れ
て
 

い
る
ん
だ
な
と
、
あ
り
が
た
く
思
い
 

ま
し
た
▼
こ
の
コ
ー
ナ
ー
だ
け
で
な
 

く
、
ど
ん
な
記
事
で
も
よ
り
分
か
り
 

や
す
く
、
こ
れ
か
ら
も
皆
さ
ん
に
読
 

ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
な
広
報
を
め
 

ざ
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
 

編
集
後
記
 

18 
（日） 

7／2 
（日） 

25 
（日） 

医 療 機 関 名  　電 話 番 号 日
 
地　　区 

刀 


